
（別記様式第１２号）（第３の８関係） 

（松本地域） 

令和３年度 地域発 元気づくり支援金事業総括書 

 

 

事 業 内 容  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 業 効 果  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

今後の取り組み 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
※ 自己評価欄は、地域活性化に及ぼす事業効果について、以下から選択のこと。 

「Ａ」：予定を上回る効果が得られた 「Ｂ」：予定していた効果が得られた 
「Ｃ」：一定の事業効果はあったが事業実施方法や今後の活用等について、工夫や改善を要する点がある 

 

事業名 地域まるごと安心・安全ネットワーク事業 

事業主体 

（連絡先） 

大日向葡萄生産組合 

（℡080-3794-9094） 

事業区分 （４）安全・安心な地域づくり 

事業タイプ ソフト・ハード 

総事業費  1,243,860 円（うち支援金：956,000 円） 

 

① 地区住民と連携した防犯体制

の確立 

② 防犯設備の整備による安心・安

全な地域づくり 

 

※自己評価【Ａ】 

【理由】 

地区住民と連携した取り組みを実

施して、地域との連絡体制が整備

できました。活動を通じて、地区

の安心・安全な地域づくりを図る

ことが出来ました。 

【 地区内の防犯看板 】 

 【目標・ねらい】 

※地域活性化のための目標・ねらいに対してどのような効果があったか、項目

毎に記載すること。 

 当ぶどう組合は、村外から移住して、ぶどう農家とし

て就農した組合員により構成されていますが、地元住民

とも活動を通じて、交流を深めることが出来ました。 

 また地区内のパトロールや啓発活動を行い、地域の防

犯体制を確立することが出来ました。また、事業を通じ

て、農作物の盗難や犯罪の抑止の効果が向上すること

で、地域モデルとして安心・安全な地域づくりにつなが

りました。 

 

生坂村大日向地区において、ぶどうの農家組合と地域

住民が連携して、パトロール活動や防犯啓発を実施しま

した。また、地区内の防犯設備や通報体制を整備して、

地域の防犯体制を構築しました。 

 

〇ぶどう農家と地区住民連携によるパトロール活動や

防犯啓発の実施 

 ・パトロール車両の整備や啓発チラシ作成 等 

〇地区内の防犯設備の整備 

・防犯カメラの設置 

 ・看板の設置 

※今後、事業効果をどうつなげていくか記載すること。 

 今後も、地元住民と連携して防犯活動を継続して行います。また、地域内の高齢者や子育て世

帯を把握したきめ細かなパトロールを行い、地区住民が安心・安全に生活できる地域づくりに努

めていきます。また、犯罪件数ゼロの地域を目指し、実績を積み重ね、村内外に大日向地区の防

犯モデルを発信していきます。 


